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一 一 月び↓翌
十

三
年
前
、
世
界
の
ア
ド
ベ
ン

チ

ャ
ー
史
上
で
も
前
例
を
見
な
い

手
づ
く
り
の
小
型
ヨ
ッ
ト

「
信
天

翁

（あ
ほ
う
ど
り
）
二
世
」
で
、

単
独
世
界

一
周
の
壮
挙
を
成
し
遂

げ
た

ヨ
ッ
ト
マ
ン
が
、
い
ま
ヨ
ッ

ト
エ
房
を
経
営
す
る
か
た
わ
ら
、

国
際

ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
構
想
汁
取

り
組
ん
で
い
る
。　
二

人
で
も
多

く
の
人
に
、
海
の
素
晴
う
し
さ
を

知

っ
て
も
ら
い
た
い

一と
い
う
″元

ヨ
ッ
ト
マ
ン
″
青
木
洋
さ
ん
を
し

を
、
泉
大
津
港
に
訪
ね
た
。

エ
ン
シ
ン
も
無
線
も
な
い
手
づ
　
６

ｏ
２
庫
、
幅
２
肝
、
総
重
豊
―

く
リ
ヨ
ッ
ト
、
七
十
万
円
で
完
成

　

・
５
ナ
。
世
界

一
周
に
挑
戦
す
る

さ
せ
た

「信
天
翁
二
世
」
は
全
長
　
た
め
、
昭
和
４６
年
６
月
１３
日
、
堺

市
の
石
津
港
を
出
港
し
た
。
　

　

　

ヨ
ン
ド
仲
間
の
激
励
を
受
け
て
、

８‐
日
間
で
太
平
洋
横
断
に
成
功
　
ふ
た
た
び
世
界

一
月
の
航
海
に
出

し
た
が
、
ヨ
ッ
ト
の
破
損
が
ひ
ど
　
た
。

く
て
航
行
を
断
念
し
た
。
し
か
し
、
　

　

″
恐
怖
の
岬
″
と
呼
ば
れ
る
南

◇

現 在 の 青 木 さん は ヨ ッ トエ 房 の経 営 者 。 国 際 ヨ ッ トハ
ーバ ー の 建

設 に 情 熱 を か た む け て い る

昭
和
４７
年
、
世
界

一
周
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
と
き
の

青
木
さ
ん
。
ホ
ー
ン
岬

（右
後
方
）
を
背
に
記
念
の
海

水
を
く
み
あ
げ
た
と
こ
ろ

一
人
で
も
多
く
の
人
に
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安
く
楽
し
ん
で
ほ
し
い

∧
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
Ｉ
Ｖ
　
現

在
、
わ
が
国
で
ヨ
ッ
ト
が
停
泊
で

き
る

ハ
ー
バ
ー
は
約
百
力
所
で
、

う
ち
公
営
は
五
。

企
業
が
経
営
す
る
も
の
は
大
半

か
会
員
制
。
な
か
に
は
入
余
金
が

百
万
円
、
年
会
費
三
十
万
円
な
ど

と
い
う
高
被
な
も
の
も
あ
る
。

洋

一
の
規
模
と
な
り
、
千
三
百
隻

の
ヨ
ゥ
ト
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
が

停
泊
で
き
る
。

施
設
面
で
は
海
洋
学
校
、
水
上

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
あ
る
セ
ン
タ

ー
プ
ー
ン
、
率
留
施
設
や
挺
塵
、

修
理
工
場
な
ど
の
マ
リ
ー
ナ
プ
ｉ

ン
、
海
の
博
物
館

・
美
術
館
の
あ

る
ミ

ュ
ー
ゼ
ア
ム
ゾ
ー
ン
の
ほ
か

に
商
業
施
設
ノ
ー
ン
に
分
か
れ

す０
。

「
ヨ
ウ
ト

ハ
ー
バ
ー
の
条
件
は

利
用
料
金
が
安
く
て
、
推
も
が
楽

し
め
る
こ
と
。
そ
し
て
、
外
国
の

ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
の
よ
う
に
、
国

際
ヨ
ッ
ト
マ
ン
に
は
無
料
で
開
放

す
る
こ
レ
略

世
界
中
で
毎
年
、
五

百
隻
ほ
ど
の
ヨ
ッ
ト
が
世
界

一
周

の
旅
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
で
も
、

わ
が
国
の

ハ
ー
バ
‐
は
冷
た
い
で

す
か
ら
ね
」

十
二
年
前
の
世
界

一
同
を

″
最

初
で
最
後
″
に
し
て
、
陸
へ
上
が

っ
た
青
木
さ
ん
。

「
海
と
い
う
舞
合
に

″
未
練
が

な
い
″
と
い
え
ば
ウ
ソ
に
な
り
ま

す
が
、　
″
裏
方
も
ま
た
楽
し
″
と

い
う
心
境
で
す
。
よ
り
大
勢
の
人

存
≡海
に
呼
び
、
海
の
ト
リ
コ
に
し

た
い
で
す
ね
。
一
日
も
早
く
、
国
際

ョ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
を
実
現
さ
せ
る

た
め
、
陸
の
上
を
奔
走
し
ま
す
」

海
の
上
同
様
、
粘
り
強
い
セ
ー

リ
ン
グ
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。

永
大
津
港
。
関
西
の
ヨ
ッ
ト
マ

ン
の
メ

ッ
カ
と
い
わ
れ
る
西
宮
ヨ

”
ト

ハ
ー
バ
ー
ほ
ど
の
規
模
は
な

い
が
、
百
隻
近
い
ク
ル
ー
ザ
ー
が

紫
留
さ
れ
て
い
る
。

青
木
さ
ん
の
ヨ
ッ
ト
エ
房
は
、

こ
の
港
の

一
角
に
あ
る
。
五
人
の

ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
ヨ
ッ
ト
の
修

理

・
販
売
、
そ
し
て
昨
年
あ
た
り

か
ら
新
し
い
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
普
及
し
て
き
た
セ
ー
リ
ン
グ

カ
ヌ
ー
の
製
造

に
当
た

っ
て
い

る
。

「西
富
と
比
較
す
る
と
、
泉
大

津
は
対
照
的
な
ヨ
ッ
ト
の
風
土
を

持

っ
た
土
地
で
す
。
ヨ
ッ
ト
と
い

え
ば

″金
持
ち
の
遊
び
″
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

に
は

″
お
金
を
か
け
な
い
で
ヨ
ッ

木
疑
南
端
の
ホ
ー
ン
岬
を
、
日
本

人
で
初
め
て
ヨ
ッ
ト
で
通
過
。
再

二
の
転
覆
、
ク
ジ
ラ
と
激
突
し
た

り
、
流
行
性
肝
炎
に
か
か
る
な
ど

死
と
直
面
し
な
が
ら
も
、
三
年
二

カ
月
が
か
り
で
世
界

一
周
を
果
た

し
、
４９
年
７
月
２８
日
に
出
港
地
の

石
津
港
へ
帰
港
し
た
。
２５
歳
の
夏

だ

っ
た
。

卜
を
楽
し
も
う
″
と
い
う
気
風
が

あ
る
」
と
い
う
。
中
古
、
そ
れ
も

百
万
円
前
後
の
ヨ
ッ
ト
を
探
し
て

き
て
、
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど
自
分
で

や
る
。
維
持
費
も
年
間
救
万
円
に

お
さ
え
る
と
い
う
楽
し
み
方
が
主

流
だ
そ
う
だ
。

ヨ
ッ
ト
エ
房
を
設
立
し
て
、
こ

と
し
で
五
年
目
。
こ
こ
に
来
留
す

る
ヨ
ッ
ト
マ
ン
た
ち
の
よ
き
ア
ド

ハ
イ
ザ
ー
と
い
う
存
在
だ
。
そ
ん

な
青
木
さ
ん
が
、
事
業
以
上
に
情

熱
を
燃
や
し
て
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
、
国
際
ヨ
ッ
ト

ハ
ー

バ
ー
づ
く
り
。

和
歌
山
市
雑
賀
崎
に
白
羽
の
矢

を
た
て
、
昨
年
暮
れ
、
和
歌
山
県

知
事
に
協
力
を
求
め
る
と
こ
ろ
ま

で
進
ん
で
い
る
。
完
成
す
れ
ば
東

日
本
人
で
、
ヨ
ッ
ト
で
世
界

一

月
に
蔵
功
し
た
の
は

「信
天
翁
二

世
」
が
五
番
目
。
単
独
で
は
掘
江

謙

一
さ
ん
の
「
マ
ー
メ
イ
ド
三
世
」

が
あ
る
。
手
づ
く
リ
ョ
ッ
ト
に
よ

る
世
界

一
周
は
、
青
木
洋
さ
ん
が

初
め
て
。
ヨ
〕
卜
も
最
小
だ

っ
た
。


